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４　監査結果報告　　平成２４年１１月２７日

監査の結果（指摘事項） 措置（具体的内容）・対応状況

【総務課】
（１）支出事務について 【　措置済  】　平成２５年　２月　１日
ア　検査手数料の執行において、支払調書に担当者印が漏れていた事例が
見受けられた。市立四日市病院会計規程第３４条に基づき、適切な事務処
理を行うこと。【是正事項】

　担当者印が漏れていた支払調書には担当者が押印を行った。今後は、適
切に事務を執行していく。

【　措置済  】　平成２５年　２月　１日
イ　臨時職員超過勤務実績簿に所属長名の記載や確認印が漏れていた事例
が見受けられた。市立四日市病院会計規程第３４条に基づき、適切な事務
処理を行うこと。【是正事項】

　所属長名の記載、確認印の漏れていたものについて、所属長が確認のう
え、記載、押印した。臨時職員超過勤務実績簿は、支払いの証拠書類であ
るため、今後は、不備のない適切な事務を行うとともに、支払い時におい
ても再度チェックを行う。

（２）文書管理について 【　措置済  】　平成２５年　２月　１日
ア　起案文書に決裁日や検査確認日が漏れていた事例が見受けられた。市
立四日市病院文書取扱規程第１３条に基づき、決裁日等を記入して文書を
完結すること。【是正事項】

　決裁日、検査確認日が漏れていたものについて記入した。今後は、適切
に事務を執行をしていく。

平成２４年度　定期監査等の結果（指摘事項）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成２４年　７月１３日

１　監査の種類　　　定期監査及び行政監査
２　監査対象　　　　市立四日市病院
　　　　　　　　　　　総務課、新病棟整備課、医事課
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４　監査結果報告　　平成２４年１１月２７日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【総務課】
（１）財産管理について 【　検討中　】　　平成２５年　５月２７日

　土地・建物・備品等の固定資産や薬品・診療材料等の棚卸資産につい
て、取得から貯蔵、払出、不用となった場合の廃棄までを含めた一連の管
理について、検収行為による実査等を通じて適切な保全管理に努めてい
る。また、備品・消耗品について、部門での在庫調査を行い、紛失の有無
の確認や台帳整理を行った。所属長の抜き取り実査については、備品・消
耗品が配置されている現場の診療状況を考慮した上で、実査の日時や抽出
対象数等の検討を行い、今年度中の実施を予定している。
【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　備品消耗品について、所属長による抜き取り実査は病棟改修工事が年内
に完了し、年明けを目処に実施を予定している。

（２）委託契約について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
１者単独随意契約においては、業務量あたりの人件費を積算し、余剰人

員の削減や、業務内容の難易度により、人件費単価の見直しを行った上で
価格交渉を行い、委託料の抑制を行っている。
また、システム改修においては、その都度、作業見積りを提出させ、そ

の作業日数や人件費単価など内容を精査している。日々の業務の中で各種
専門能力を身につけるとともに、外部の研修会等の参加を検討し、契約技
術の向上に努めていきたい。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
業務委託契約においては、日々の業務の中で、他課（本庁総務課、調達

契約課等）と協議しながら、専門能力を身につけるとともに、外部の専門
研修会等に積極的に参加し、職員の資質・能力向上に努めていきたい。

平成２４年度　定期監査等の結果（意見）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成２４年　７月１３日

１　監査の種類　　　定期監査及び行政監査
２　監査対象　　　　市立四日市病院
　　　　　　　　　　　総務課、新病棟整備課、医事課

　土地・建物・工作物に関して、各担当による台帳との数量突合ととも
に、安全管理、品質、使用状況、事故防止などの問題がないか、所属長に
よる現場での抜き取り実査を徹底すること。また、備品・消耗品などにつ
いても、同様に所属長の抜き取り実査による紛失の有無や品質保持の確認
などの牽制を行うこと。併せて、実査を行った記録（日時、対象、数量、
特記事項、所属長の確認印など）を文書にして残すこと。【改善事項】

　業務委託契約のなかで、特に１者単独随意契約にあっては、同一業者・
団体と長期継続して契約しているものも多く、契約内容・方法・金額等に
ついて検討が十分でないもの、契約の相手方の見積書をそのまま契約金額
としているものなど、委託金額を精査する必要がある。そのため、① 契
約条項を精査できる法的専門能力、② 委託業務内容が妥当であるかを精
査する技術・技能的専門能力、③ 価格交渉を徹底するための原価計算能
力など、を備えた人財を早期に養成し、精査できるようにすること。
【改善事項】
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【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
日報や月報により委託業務の報告を受けているが、今後、委託内容に関

してのチェックリストの作成に取り組む。システム保守は内容が多岐にわ
たり、状況に応じた対応が必要であるため、保守後の動作確認書を提出さ
せている。
また、業務完了報告書の提出を義務付け、保守、システム改修時の作業

報告書の提出の徹底を図った。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
業務内容や委託金額の妥当性をこれまで以上に精査するため、実施計画

や業務量を確認している。

（３）労務管理の徹底と時間外勤務の縮減について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
職員の事務処理状況を把握し、特定の職員に業務が集中しないよう係内

の事務分担を変更したり、課内で応援体制をとっている。また、ノー残業
デーの朝礼時には、所属長から計画的な事務執行を心掛けるよう徹底する
とともに終業時には速やかに退庁するよう声かけを行っている。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
時間外勤務が恒常化しないよう、また特定の職員へ業務が集中しないよ

う、引き続き職員間の相互連携・応援体制の強化を図り、事務分担の適正
化、平準化等、時間外勤務の縮減に努めている。

【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
職員の健康管理の面から時間外勤務については、事務分担の見直しや係

間の応援体制による平準化を徹底し、縮減に努めている。しかし病棟増
築・既設改修工事に伴う院内各部門との調整業務、院内移転作業等の調整
など事務量が増加したため、結果的に時間外勤務が増加した。平成２４年
度以降も事務分担の見直しや係間の応援体制による平準化を徹底し、縮減
に努めている。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
職員の健康管理の面から時間外勤務については、引き続き事務分担の見

直しや係間の応援体制による平準化を徹底し、縮減に努めている。

　また、委託後の業者牽制のためにも委託内容に関するチェック項目を定
めたマニュアルの作成に取り組むとともに、現金を取り扱う窓口業務につ
いては、現金の取扱い方法など、随時牽制をすること。【要望事項】

イ　特に、厚生労働省の定めている過労死の労災認定基準(*)を上回る勤
務状況が見受けられるため、早急にこれを解消すること。
【改善事項】

　* 過労死の労災認定基準：発症前１か月間に概ね１００時間又は発症前
２か月間ないし６か月間にわたって、１か月あたり概ね８０時間を超える
時間外労働時間を過重業務の評価の目安としている。

ア　時間外勤務が恒常化している職場が多く、年間３６０時間を超える職
員も多く見受けられる。また、年間１，０００時間を超える職員もあり、
特定の職員に業務の集中が見られるため各所属長は係間での応援体制や事
務分担の適正化、平準化を図ること。さらに、職員の健康管理の面から労
務管理の徹底と業務の効率化、省力化を図り、時間外勤務の縮減に向けた
取組みに努めること。
【改善事項】
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（４）主要事業の目標設定と評価について 【　措置済　】　　平成２５年５月１０日
　業務棚卸表は組織の任務目的を明確にし、目的達成に必要な基本的な手
段を記述したもので、成果・活動指標の目標年度、目標値を設定し、その
達成度によって手段の有効性等の評価を行うものである。しかし、目的達
成に必要な手段「病院経営改革の推進」に対する目標値を「ＤＰＣの適正
な運用、７対１看護体制維持、病棟増築・既設改修工事」と設定している
など、目標値の設定にあたり客観性に欠けると思われるものが見受けられ
るので、目標値の達成を図るため、所属としての具体的な取り組み内容と
関連づけた根拠に基づいた数値目標の設定を行うよう改めること。
【改善事項】

平成２５年度の業務棚卸表作成において、１００床あたりの医師数およ
び看護師数、経営収支比率、職員給与費の対医業収益比率を、病院機能の
人的充実や病院経営改革の進捗を表す指標として設定した。

（５）内部牽制体制と内部事務管理について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
　事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。これ
らは、職員の認識不足や単純なミスに加えて、所属内でのチェック・牽制
体制が不十分であったことに大きな要因がある。所属長は、定められた
ルールに基づいた事務執行の意識を職員に定着させ、日常的に確認すべき
事項を定型化するなど内部牽制体制を整備して、内部事務管理の徹底を図
ること。【改善事項】

日付漏れや決裁印漏れなどの記載事項の不備について、起案者による確
認作業の注意喚起を改めて行うとともに、発生原因の究明のほか、是正措
置、再発防止策の確認など、業務手順の徹底を行った。今後においても、
会計管理室作成の審査事務マニュアルを参考として活用し、チェック項目
を明確にするとともに、複数の職員によるチェック体制を整備することに
より、内部牽制体制、内部事務管理の統制の強化に努めた。

（６）未収金対策について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
　未収金の回収に向けての取組みを行っているが、未収金発生の時間的経
過とともに回収は困難となることから、徴収にかかる経過記録は詳細に残
すとともに、いかに未収金を発生させないか研究し、未収金の減少に努め
ること。【要望事項】

就職準備資金については、返還が必要な職員と、退職前から面談を行
い、返還金額、返済方法・期日などの返済計画を確認している。返済経過
についても台帳に記録を残している。

（７）医師公舎について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
　医師公舎の借用について、箇所や件数が多く、また、その期間も異なる
ことから借用箇所の集中化などについて検討すること。【要望事項】

民間の賃貸物件を利用しており、空室状況に左右されるため、１つの物
件に集中させることは困難であるが、急性期病院として、緊急時に医師が
速やかに出勤できるよう、病院の近隣で借用している。
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（８）貯蔵品等の在庫管理について 【　検討中　】　　平成２５年　５月２７日
　薬品については、現在、入出庫および在庫管理の記録・実査方法につい
て検討中である。診療材料について、部門における在庫確認を定期的に行
い、一部の部門は事務局の職員が立会いを行っている。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　薬品については、在庫管理の実査として、事務局職員の立会いのもと、
品目の抽出・確認を定期的に行っている。診療材料について、部門におけ
る在庫確認を定期的に行い、一部の部門は事務局の職員が立会いを行って
いる。

（９）病院情報の発信・ＰＲについて 【　措置済　】　　平成２５年　３月　１日
　病院情報の発信として、外来患者向けの広報誌「くすのき」を発行して
いるが、市民への浸透が低いように思われる。もっと市民に対しての情報
発信に努力すること。【要望事項】

①広報紙「くすのき」について
　ⅰ)ホームページにも掲載し、市民の関心を高めるよう努めた。
　ⅱ)院内委員会において内容を吟味した。
　ⅲ)記事提供者に対して、発行趣旨を理解させ、作成にあたらせた。
　ⅳ)２５年度においてもより一層の充実に努めたい。
②公式ホームページの「看護部のご紹介」について
　ⅰ)デザイン・構成をリニューアルし、タブレット端末からも見やすいよう配慮し
た。
　ⅱ)内容は、教育内容・看護師の生活スタイルの紹介、
　　　看護師のインタビュー、診療科別の病棟紹介
　ⅲ)看護師をもっと身近に感じてもらえるよう配慮し、患者にとって有益なものと
　　　なるよう心がけた。

（10）危機管理について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　年２回の防災訓練の他、災害対応の訓練を机上訓練を含め複数回実施し
ている。また、病棟改修工事において、落下・転倒・移動により、危険と
なる恐れのある箇所については改善を実施している。なお、既存の未改修
部門については、今後順次要改善箇所の把握、改善に努めていきたい。

【　継続努力 】　　平成２５年１１月２７日
　年２回の防災訓練(平成２５年１０月２２日一回目実施、平成２６年３
月１９日二回目実施予定）の他、災害対応の訓練（平成２５年８月３１日
実施）を実施した。また、病棟改修工事において、落下・転倒・移動によ
り、危険となる恐れのある箇所については改善を実施した。その他の未改
修部門については、今後順次要改善箇所を把握し、改善を行う。

　貯蔵品の薬品・診療材料の在庫や貯蔵倉庫から出庫された診療部門内の
薬品・診療材料の入出庫及び在庫管理について、記録保存方法や実査方法
等について早期に検討し実施すること。【改善事項】

　防災意識の向上と災害時の対応力の向上を目指して、年２回の防災訓練
を実施しているが、今後、図上訓練も行うなど、更に充実を図ること。ま
た、機材や非構造部材は、比較的震度の小さな地震においても、落下・転
倒・移動により患者などに危険が及ぶ可能性がある。病院内で被災するこ
とがないよう対策を検討すること。【要望事項】
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（11）診療部門別の活動指標について 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　総務省が示した公立病院改革ガイドラインに基づき、活動指標として
「医業収支比率１００％以上」「医業収益に占める職員給与費の割合５
０％以下」「医業収益に占める材料費の割合３０％以下」を目標としてい
る。第二次中期経営計画の策定に際して、診療部門別の目標設定の作成に
も取り組むこと。【要望事項】

　第二次中期経営計画の中で、業務の効率化の推進、運営コストの節減に
向けた取組項目として、診療科別収支管理の実施を掲げている。診療科別
収支管理については平成２０年度から取り組んでおり、診療科別の収支を
算定し、その分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾
向を確認するとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長
を中心としたコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして
活用している。

（12）投資効率について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　今回の病棟増築・既設改修について、当該投資による利益効果を算定す
る必要がある。投資したことによる利益増の見込みや投資を回収するため
に要する年数などを分析できるよう投資効率計算の手法にも取り組むこ
と。【要望事項】

　病棟増築・既設改修事業については、その事業内容が多岐に渡り、事業
費も多額であるため、病院事業全体の収支に影響を与えるものとなってい
る。平成２４年度決算における経営指標においても、改修工事による病床
利用の制限に伴う収益減もあって、総資本回転率や固定資産回転率の低
下、あるいは固定比率が１００％を超えるなど、多額の投資による財務体
質の安全性への影響が見受けられる。安定した経営基盤の確立のために
は、今後の投資活動における的確な判断が重要であり、その基準として用
いることが可能となるような投資効果分析手法の確立に努める。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　適正な投資効果分析手法の確立に向け、初期投資額の精査に努めるとと
もに、投資効果による利益増、保守経費増などの影響額を的確に把握でき
るよう取り組む。

（13）経営形態について 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　独立行政法人化など経営形態について検討されていたが、地方公営企業
法改正に伴い、同法全部適用の経営形態を継続することとなった。なぜ独
立行政法人化をしなかったのか、市民に分かりやすく説明する必要がある
と考える。【要望事項】

　法改正により、会計制度にかかる経営形態の違いはほとんど無くなり、
基本的な違いとしては、職員の定数管理、給与面の運用が残ることとなっ
た。人員の確保あるいは給与面での弾力的な運用が可能となれば、経営形
態の移行に関するメリットはほぼ無いものと考えられる。その上で「独立
行政法人」ではない、市民にとって身近な「市立病院」として、現在の地
方公営企業法全部適用の下、独立した企業体としての病院経営を継続し、
経営の健全化や効率化に引き続き取り組むものとした。また、当該検討内
容については、平成２３年１１月市議会定例月議会教育民生常任委員会協
議会において報告を行うとともに、公式ホームページに概要を掲載した。
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【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　また、拡大を続ける病院経営下において、部門別収支や月次決算などの
管理会計システム活用の日常化を推進し、各職場での努力成果をより分か
りやすくすること。それにより、効率化やコスト削減などの評価が見える
ことで、職員のモラール向上や経営体質改善につなげることが、非常に重
要な時代となってきている。新しい病院体制や市民に開かれた病院経営を
意識し、より市民や職員にも分かりやすい経営管理の仕組みづくりを急ぐ
こと。【改善事項】

　病院幹部が集まる診療会議の場で、月次の収支状況について毎月報告し
ているほか、診療科別収支管理については、診療科別の収支を算定し、そ
の分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾向を確認す
るとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長を中心とし
たコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして活用してい
る。また、第二次中期経営計画の中で、５つの経営指標と目標数値を掲
げ、病院の経営状況を示すものを定めており、その達成状況の評価、検証
を行うことを通じて、経営の健全性、透明性の確保に努めている。

【新病棟整備課】
（１）財産管理について 【  検討中　】　　平成２５年　５月２７日
　土地・建物・工作物に関して、各担当による台帳との数量突合ととも
に、安全管理、品質、使用状況、事故防止などの問題がないか、所属長に
よる現場での抜き取り実査を徹底すること。また、備品・消耗品などにつ
いても、同様に所属長の抜き取り実査による紛失の有無や品質保持の確認
などの牽制を行うこと。併せて、実査を行った記録（日時、対象、数量、
特記事項、所属長の確認印など）を文書にして残すこと。【改善事項】

　備品・消耗品について、部門での在庫調査を行い、紛失の有無の確認や
台帳整理を行ったが、所属長の抜き取り実査については、時期や記録の方
法等について検討している。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　備品消耗品について、所属長による抜き取り実査については病棟改修工
事が年内に完了し、年明けを目処に実施を予定している。

（２）委託契約について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
医療機器等の保守点検委託に関しては、医療技術部門、調達部門と連携

し、契約金額の見直しの交渉を実施、一定の成果を上げることができた。
今後は仕様、契約内容の見直しを実施し、更なる検討を行うとともに、担
当職員の資質向上に努めていく。

【　継続努力 】　　平成２５年１１月２７日
医療機器保守点検委託に関する契約金額について、更なる見直しを進め

るため、他院の契約状況に関するアンケートを今年度中に実施し、金額及
び仕様の見直しを実施する。

　業務委託契約のなかで、特に１者単独随意契約にあっては、同一業者・
団体と長期継続して契約しているものも多く、契約内容・方法・金額等に
ついて検討が十分でないもの、契約の相手方の見積書をそのまま契約金額
としているものなど、委託金額を精査する必要がある。そのため、① 契
約条項を精査できる法的専門能力、② 委託業務内容が妥当であるかを精
査する技術・技能的専門能力、③ 価格交渉を徹底するための原価計算能
力など、を備えた人財を早期に養成し、精査できるようにすること。
【改善事項】
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【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　また、委託後の業者牽制のためにも委託内容に関するチェック項目を定
めたマニュアルの作成に取り組むとともに、現金を取り扱う窓口業務につ
いては、現金の取扱い方法など、随時牽制をすること。【要望事項】

　チェックリストを現在作成中で、今後の業務に活用する予定である。

【　継続努力 】　　平成２５年１１月２７日
現金の取扱について、駐車場の各精算機の実査を定期的に実施してい

る。
チェックリストについては試験的に運用を開始、今後各業務に沿ったリ

ストにするため、修正等の検討を行う。

（３）労務管理の徹底と時間外勤務の縮減について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
ア　時間外勤務が恒常化している職場が多く、年間３６０時間を超える職
員も多く見受けられる。また、年間１，０００時間を超える職員もあり、
特定の職員に業務の集中が見られるため各所属長は係間での応援体制や事
務分担の適正化、平準化を図ること。さらに、職員の健康管理の面から労
務管理の徹底と業務の効率化、省力化を図り、時間外勤務の縮減に向けた
取組みに努めること。
【改善事項】

特定の職員への業務の集中を避けるために、事務分担の見直しを実施し
た。平成２４年度においては、事務分担の見直しに加え、ノー残業デーの
活用や終業時の声かけ等により、時間外勤務の縮減に取り組み、平成２４
年度中に、１人当りの時間外勤務を縮減することができた 。

【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
イ　特に、厚生労働省の定めている過労死の労災認定基準(*)を上回る勤
務状況が見受けられるため、早急にこれを解消すること。
【改善事項】

　* 過労死の労災認定基準：発症前１か月間に概ね１００時間又は発症前
２か月間ないし６か月間にわたって、１か月あたり概ね８０時間を超える
時間外労働時間を過重業務の評価の目安としている。

平成２４年度においては過労死の労災認定基準を上回る勤務状況につい
ては、解消済みである。
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（４）主要事業の目標設定と評価について 【　検討中　】　　平成２５年　５月２７日
平成２５年度中に、病棟増築・既設改修工事も完了し、新病棟整備課と

しての業務の変更があるため、目標の設定については平成２６年度に見直
しを実施する。

【　検討中　】　　平成２５年１１月２７日
平成２５年度中に、病棟増築・既設改修工事も完了し、新病棟整備課と

しての業務の変更があるため、目標の設定については平成２６年度に見直
しを実施する。

（５）内部牽制体制と内部事務管理について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
　事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。これ
らは、職員の認識不足や単純なミスに加えて、所属内でのチェック・牽制
体制が不十分であったことに大きな要因がある。所属長は、定められた
ルールに基づいた事務執行の意識を職員に定着させ、日常的に確認すべき
事項を定型化するなど内部牽制体制を整備して、内部事務管理の徹底を図
ること。【改善事項】

定期的な注意喚起を課内の会議等で行い、決裁時等に二重チェックする
体制としている。

（10）危機管理について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　年２回の防災訓練の他、災害対応の訓練を机上訓練を含め複数回実施し
ている。また、病棟改修工事において、落下・転倒・移動により、危険と
なる恐れのある箇所については改善を実施している。なお、既存の未改修
部門については、今後順次要改善箇所の把握、改善に努めたい。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　年２回の防災訓練(平成２５年１０月２２日一回目実施、平成２６年３
月１９日二回目実施予定）の他、災害対応の訓練（平成２５年８月３１日
実施）を実施した。また、病棟改修工事において、落下・転倒・移動によ
り、危険となる恐れのある箇所については改善を実施した。その他の未改
修部門については、今後順次要改善箇所を把握し、改善を行う。

　防災意識の向上と災害時の対応力の向上を目指して、年２回の防災訓練
を実施しているが、今後、図上訓練も行うなど、更に充実を図ること。ま
た、機材や非構造部材は、比較的震度の小さな地震においても、落下・転
倒・移動により患者などに危険が及ぶ可能性がある。病院内で被災するこ
とがないよう対策を検討すること。【要望事項】

　業務棚卸表は組織の任務目的を明確にし、目的達成に必要な基本的な手
段を記述したもので、成果・活動指標の目標年度、目標値を設定し、その
達成度によって手段の有効性等の評価を行うものである。しかし、目的達
成に必要な手段「病院経営改革の推進」に対する目標値を「ＤＰＣの適正
な運用、７対１看護体制維持、病棟増築・既設改修工事」と設定している
など、目標値の設定にあたり客観性に欠けると思われるものが見受けられ
るので、目標値の達成を図るため、所属としての具体的な取り組み内容と
関連づけた根拠に基づいた数値目標の設定を行うよう改めること。
【改善事項】
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（11）診療部門別の活動指標について 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　総務省が示した公立病院改革ガイドラインに基づき、活動指標として
「医業収支比率１００％以上」「医業収益に占める職員給与費の割合５
０％以下」「医業収益に占める材料費の割合３０％以下」を目標としてい
る。第二次中期経営計画の策定に際して、診療部門別の目標設定の作成に
も取り組むこと。【要望事項】

　第二次中期経営計画の中で、業務の効率化の推進、運営コストの節減に
向けた取組項目として、診療科別収支管理の実施を掲げている。診療科別
収支管理については平成２０年度から取り組んでおり、診療科別の収支を
算定し、その分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾
向を確認するとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長
を中心としたコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして
活用している。

（12）投資効率について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　今回の病棟増築・既設改修について、当該投資による利益効果を算定す
る必要がある。投資したことによる利益増の見込みや投資を回収するため
に要する年数などを分析できるよう投資効率計算の手法にも取り組むこ
と。【要望事項】

　病棟増築・既設改修事業については、その事業内容が多岐に渡り、事業
費も多額であるため、病院事業全体の収支に影響を与えるものとなってい
る。平成２４年度決算における経営指標においても、改修工事による病床
利用の制限に伴う収益減もあって、総資本回転率や固定資産回転率の低
下、あるいは固定比率が１００％を超えるなど、多額の投資による財務体
質の安全性への影響が見受けられる。安定した経営基盤の確立のために
は、今後の投資活動における的確な判断が重要であり、その基準として用
いることが可能となるような投資効果分析手法の確立に努める。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　適正な投資効果分析手法の確立に向け、初期投資額の精査に努めるとと
もに、投資効果による利益増、保守経費増などの影響額を的確に把握でき
るよう取り組む。

（13）経営形態について（後段） 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　また、拡大を続ける病院経営下において、部門別収支や月次決算などの
管理会計システム活用の日常化を推進し、各職場での努力成果をより分か
りやすくすること。それにより、効率化やコスト削減などの評価が見える
ことで、職員のモラール向上や経営体質改善につなげることが、非常に重
要な時代となってきている。新しい病院体制や市民に開かれた病院経営を
意識し、より市民や職員にも分かりやすい経営管理の仕組みづくりを急ぐ
こと。【改善事項】

　病院幹部が集まる診療会議の場で、月次の収支状況について毎月報告し
ているほか、診療科別収支管理については、診療科別の収支を算定し、そ
の分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾向を確認す
るとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長を中心とし
たコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして活用してい
る。また、第二次中期経営計画の中で、５つの経営指標と目標数値を掲
げ、病院の経営状況を示すものを定めており、その達成状況の評価、検証
を行うことを通じて、経営の健全性、透明性の確保に努めている。
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【医事課】
（１）財産管理について 【　検討中　】　　平成２５年５月２７日
　土地・建物・工作物に関して、各担当による台帳との数量突合ととも
に、安全管理、品質、使用状況、事故防止などの問題がないか、所属長に
よる現場での抜き取り実査を徹底すること。また、備品・消耗品などにつ
いても、同様に所属長の抜き取り実査による紛失の有無や品質保持の確認
などの牽制を行うこと。併せて、実査を行った記録（日時、対象、数量、
特記事項、所属長の確認印など）を文書にして残すこと。【改善事項】

　備品・消耗品について、部門での在庫調査を行い、紛失の有無の確認や
台帳整理を行ったが、所属長による抜き取り実査について記録内容や様式
等を検討している。

【　検討中　】　　平成２５年１１月２７日
　抜き取り実査を行った記録を残すため様式の素案を作成しながら記録内
容等を検討している。診療報酬の改定作業が終了する年度末以降速やかに
実施できるよう努めている。

（２）委託契約について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
１者単独随意契約においては、業務量あたりの人件費を積算し、余剰人

員の削減や、業務内容の難易度により、人件費単価の見直しを行った上で
価格交渉を行い、委託料の抑制を行っている。日々の業務の中で各種専門
能力を身につけるとともに、外部の研修会等の参加を検討し、契約技術の
向上に努めていきたい。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
日々の業務の中で各種専門能力を身につけながら引き続き契約技術の向

上に努めている。

【　措置済　】　　　平成２５年　４月　１日
　また、委託後の業者牽制のためにも委託内容に関するチェック項目を定
めたマニュアルの作成に取り組むとともに、現金を取り扱う窓口業務につ
いては、現金の取扱い方法など、随時牽制をすること。【要望事項】

委託している業務内容のチェックリストの作成に取り組んでいるととも
に、現金取扱時は常に気を付けて処理するよう周知し、職員による牽制も
行っている。

　業務委託契約のなかで、特に１者単独随意契約にあっては、同一業者・
団体と長期継続して契約しているものも多く、契約内容・方法・金額等に
ついて検討が十分でないもの、契約の相手方の見積書をそのまま契約金額
としているものなど、委託金額を精査する必要がある。そのため、① 契
約条項を精査できる法的専門能力、② 委託業務内容が妥当であるかを精
査する技術・技能的専門能力、③ 価格交渉を徹底するための原価計算能
力など、を備えた人財を早期に養成し、精査できるようにすること。
【改善事項】
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（４）主要事業の目標設定と評価について 【　措置済　】　　　平成２５年　５月２７日
　業務棚卸表は組織の任務目的を明確にし、目的達成に必要な基本的な手
段を記述したもので、成果・活動指標の目標年度、目標値を設定し、その
達成度によって手段の有効性等の評価を行うものである。しかし、目的達
成に必要な手段「病院経営改革の推進」に対する目標値を「ＤＰＣの適正
な運用、７対１看護体制維持、病棟増築・既設改修工事」と設定している
など、目標値の設定にあたり客観性に欠けると思われるものが見受けられ
るので、目標値の達成を図るため、所属としての具体的な取り組み内容と
関連づけた根拠に基づいた数値目標の設定を行うよう改めること。
【改善事項】

医事課の目標設定について、平成２５年度から診療報酬の減点率０．３
３％以下に改めた。※《診療報酬の減点率》患者が受けた診療にかかる診
療費については、各医療機関から提出された診療報酬請求書について第三
者機関である「国民健康保険団体連合会」「社会保険診療報酬支払基金」
により、請求が適正であるか審査を受けた上、保険者から支払われる制度
となっており、請求内容が適切でないと判断された場合は、診療報酬の点
数が減点されることとなる。診療報酬請求書の記載の精度を上げることに
より、減点率の低減を図りたい。

（５）内部牽制体制と内部事務管理について 【　措置済　】　　平成２５年　４月　１日
　事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。これ
らは、職員の認識不足や単純なミスに加えて、所属内でのチェック・牽制
体制が不十分であったことに大きな要因がある。所属長は、定められた
ルールに基づいた事務執行の意識を職員に定着させ、日常的に確認すべき
事項を定型化するなど内部牽制体制を整備して、内部事務管理の徹底を図
ること。【改善事項】

日付漏れや決裁印漏れなどの記載事項の不備について、起案者による確
認作業の注意喚起を改めて行うとともに、発生原因の究明のほか、是正措
置、再発防止策の確認など、業務手順の徹底を行った。今後においても、
会計管理室作成の審査事務マニュアルを参考として活用し、チェック項目
を明確にするとともに、複数の職員によるチェック体制を整備することに
より、内部牽制体制、内部事務管理の統制の強化に努めた。

（６）未収金対策について 【　継続努力　】　平成２５年　５月２７日
　未収金の回収に向けての取組みを行っているが、未収金発生の時間的経
過とともに回収は困難となることから、徴収にかかる経過記録は詳細に残
すとともに、いかに未収金を発生させないか研究し、未収金の減少に努め
ること。【要望事項】

経過記録は債権管理システムにて管理している。また未収金については
限度額認定制度利用促進により患者負担額の軽減を図って未収金が発生し
ないように努めている。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
限度額認定制度の利用促進を引き続き行って患者負担額の軽減を図り未

収金が発生しないように努めている。

（11）診療部門別の活動指標について 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　総務省が示した公立病院改革ガイドラインに基づき、活動指標として
「医業収支比率１００％以上」「医業収益に占める職員給与費の割合５
０％以下」「医業収益に占める材料費の割合３０％以下」を目標としてい
る。第二次中期経営計画の策定に際して、診療部門別の目標設定の作成に
も取り組むこと。【要望事項】

　第二次中期経営計画の中で、業務の効率化の推進、運営コストの節減に
向けた取組項目として、診療科別収支管理の実施を掲げている。診療科別
収支管理については平成２０年度より取り組んでおり、診療科別の収支を
算定し、その分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾
向を確認するとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長
を中心としたコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして
活用している。
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（12）投資効率について 【　継続努力　】　　平成２５年　５月２７日
　今回の病棟増築・既設改修について、当該投資による利益効果を算定す
る必要がある。投資したことによる利益増の見込みや投資を回収するため
に要する年数などを分析できるよう投資効率計算の手法にも取り組むこ
と。【要望事項】

　病棟増築・既設改修事業については、その事業内容が多岐に渡り、事業
費も多額であるため、病院事業全体の収支に影響を与えるものとなってい
る。平成２４年度決算における経営指標においても、改修工事による病床
利用の制限に伴う収益減もあって、総資本回転率や固定資産回転率の低
下、あるいは固定比率が１００％を超えるなど、多額の投資による財務体
質の安全性への影響が見受けられる。安定した経営基盤の確立のために
は、今後の投資活動における的確な判断が重要であり、その基準として用
いることが可能となるような投資効果分析手法の確立に努める。

【　継続努力　】　　平成２５年１１月２７日
　適正な投資効果分析手法の確立に向け、初期投資額の精査に努めるとと
もに、投資効果による利益増、保守経費増などの影響額を的確に把握でき
るよう取り組む。

（13）経営形態について（後段） 【　措置済　】　　平成２５年　５月２０日
　また、拡大を続ける病院経営下において、部門別収支や月次決算などの
管理会計システム活用の日常化を推進し、各職場での努力成果をより分か
りやすくすること。それにより、効率化やコスト削減などの評価が見える
ことで、職員のモラール向上や経営体質改善につなげることが、非常に重
要な時代となってきている。新しい病院体制や市民に開かれた病院経営を
意識し、より市民や職員にも分かりやすい経営管理の仕組みづくりを急ぐ
こと。【改善事項】

　病院幹部が集まる診療会議の場で、月次の収支状況について毎月報告し
ているほか、診療科別収支管理については、診療科別の収支を算定し、そ
の分析結果を基に各診療科部長に経年的経過を示して収支の傾向を確認す
るとともに、今後の運営方針を協議することにより、診療部長を中心とし
たコスト意識と経営参加意識の組織内浸透を進めるものとして活用してい
る。また、第二次中期経営計画の中で、５つの経営指標と目標数値を掲
げ、病院の経営状況を示すものを定めており、その達成状況の評価、検証
を行うことを通じて、経営の健全性、透明性の確保に努めている。
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